





























め、各歩行条件における歩行 2 周期の筋電位の t 検定
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Fig. 10 Measurement points on right leg5) 
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スヌーズレンは、1970 年代にオランダで Jan 





















































た入所者は、3 歳から 16 歳までの医療的ケアが必要な
重症心身障害児の 28 名である。ベッドサイドスヌー
ズレンの展開としては、毎週火曜日の 10 時 30 分～11
時 30 分までの 1 時間のスヌーズレンの中で、以下の
プログラムを実施しており、対象児との関わりを深く


























































フが実施している。測定期間は、6 月 25 日～12 月 10
日までの週 1 回で各部屋を３人毎に測定を行った。対
象児 28 名に対して 2 回の測定値を用いて、視覚情報
スヌーズレン環境における定量的評価手法に関する研究





















































フが実施している。測定期間は、6 月 25 日～12 月 10
日までの週 1 回で各部屋を３人毎に測定を行った。対






























行った。期間としては、11 月 18 日から 1 月 29 日ま
























スヌーズレン開始前 スヌーズレン中① スヌーズレン中② スヌーズレン終了後 
－21－
スヌーズレン環境における定量的評価手法に関する研究



































































































































































Quantitative evaluation method in Snoezelen Environment
嶺 也守寛
